
   

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     

                      

 

「もしイエスさまが市長だったら」 

秋田郁美 

 あなたがたは世の光である。～あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい。 

 人々は、あなたがたの立派な行いを見て、あなたがたの天の父をあがめるように 

 なるためである。            マタイ：５，16 

祈祷会で月 1 回『もしイエスさまが市長だったら』という本を読み始めました。これは、 

先月私が参加した、「日本伝道会議」の分科会の一つで、この本のタイトルと同じ名前のもの 

に出席して購入した本です。 

 分科会は「声なき者の友の」輪という 3 名のクリスチャンの方を中心に活動しているグルー

プによるお話しでした。3 名の中の 1 人である、練馬グレースチャペル協力牧師の陣内俊師は

この本の翻訳者です。著者のボブ・モフィット氏は主に第三世界の 30 か国以上の地域教会で

包括的宣教をしてきました。「もしイエスさまが、自分の住む町の市長だったら、一体何が起

こるだろうか？」という視点は、貧しさや弱さを抱えて苦しんでいる人々のために憐みを示す

ことが、神の御心であり、そのために神は私たち個人と教会を地域の中で用いようとされてい

ることを気づかせてくれるものです。 

 地域社会の抱える必要を満たすことは、キリストの愛を具体的に実践することです。それに

よって地域社会は教会に好意を持つようになり、魂が勝ち取られ、神に栄光を捧げることにつ

ながった、という具体的な例がこの本にいくつも書かれています。イエスさまは教会の主であ

るだけではなく、全世界の主であり、社会のあらゆる側面、すべての地域社会とそこに住む

人々に心を留めておられます。もし私たちが地域社会に関与せず、その必要に応答しないな

ら、私たちはキリストの召しに従っていないことになります。 

 ボブ・モフィット氏は世界中の教会で、教会員が小さなグループで地域に仕える「愛の種ま

きプロジェクト」を提唱して、多くの教会と教会がおかれた地域社会が変わっていくのを見て

きました。日本は先進国ではありますが、様々な問題を抱えています。不登校の子どもが多

く、母子家庭や父子家庭で貧しさの中いる子どもたちも増えていると聞いています。また、自

然災害が多く、ボランティアの働きがますます必要になっています。私たちも「小さな愛の種

まき」を始めることができたら、と思います。教会がどのようにこの地域に仕えることができ

るか、皆さんで考えていきたいと思います。この本を少しずつ読み進めながら、祈りつつ主の

導きと助けを求めていきたいと思います。 

月報「ぶどうの木」 
         2023 年 10 月

号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

9/16 子どもまつり 聖書のお話に耳を傾けてくれました 
日本伝道会議に参加した教団の方々 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

10月役員会決定事項 

・9月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・11月 12日の礼拝の中で、「声なき者の友」の輪メンバーの湯本沙友里姉にエチオピアでの支援活動

について報告をしていただく。（15分程度）謝礼、交通費は無しで、その日の礼拝献金をささげる。 

・11月 12日の礼拝の中で児童祝福式を行う。対象は小学生以下の教会に関わりにのある子どもた

ち。（後程リスト作成）祝福のお祈りをし、300円程度のお菓子を贈る。 

・10月 29日のギデオンラリーの後は予定通り持ち寄りによる愛餐会を行う。ギデオンの平井規裕兄に

も参加していただく。 

・10月 15日礼拝後の東部教区会は Zoomでおこなわれる。役員も参加する。 

・週報に記載している「今月の祈り」のお名前の呼称は、「兄」「姉」を改め「さん」に統一する。 

・１２月２４日クリスマス礼拝の後は、会費制で簡単な愛餐会・プレゼント交換を行う。そのまま午後４時から 

 キャンドルサービスを行う。 


